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継続相を表す副詞の意味拡張パターンの研究

認知言語学。言語類型論の観点から

守屋哲治

SemanticExtensionofAdverbsExpressingContinuity：FromCognitive
LmguisticandTypologicalPersPectives

IbtsuharuMORIYA

１．はじめに

英語の副詞stillは継続相を表す副詞であるが、

その「継続」という概念や、この語の持つ語用

論的な意味特徴をどのようにとらえるのかと

いったことが先行研究で問題とされてきた。さ

らに、一見同じような振る舞いを示す他の言語

の副詞の中には、日本語の「まだ」のように英

語のstillとは一部振る舞い方が異なるものがあ

ることがわかっている(Moriyal988)。一方、still

や「まだ」などの「継続」を表す副詞は時間的

意味を起点として、さまざまな意味拡張を見せ

ることが多いが、その拡張パターンは必ずしも

一様とは言えない。

以上のような背景を踏まえて､本稿ではまず、

stillの主要な特徴を振り返った上で、主として

認知言語学および言語類型論的立場から､｢継続

相」を表すstillの意味的特徴および意味拡張パ

ターンの特徴について、日本語と対比しながら

論じていく。その際、ドイツ語とＩ韓国語の副詞

のデータも意味的特徴を探る一助として用いる。

本稿の構成は以下のとおりである。まず２節

ではstillの主な特徴を他の副詞、特にｙｅｔとの

関係から考察する。３節では日本語の「まだ」

の特徴を、主として「もう」との対比から捉え

る。４節でstillと「まだ」の類似点・相違点を

ドイツ語・韓国語のデータも参考にしながら、

認知言語学的・言語類型論的立場から議論し、５

節でまとめを行う。

２．ｓｔｉｌｌの意味

２．１，stillの基本的意味

副詞stillの持つ最も基本的な意味は、(1)の例

に示されるような、時間的な継続を示す用法で

ある。なお、用例は特に断りのあるもの以外は

BritishNationalCorpus（以下、BNC）から採っ

ており、例文の後の記号はコーパスの分類記号

を示す。

(1)aHowcomehe，ssrﾉﾉﾉintheband?(A6E）

ｂ,Salmonissrﾉﾉﾉtherichman,sherring.(A3C）

(1a,b)のいずれも、stillは現時点以前の状況と現

在の状況とが同じであることを断定する働きを

している。(1)に見られるようなstillをこのよう

に分析すること自体は、多くの辞書の記述およ

び先行研究などでも一般的に行われている。例

えば、LongmanDictionalyofContemporaly

Englishの第３版では、stillのこの用法を(2)のよ
うに定義している：

(2)Uptoaparticularpointintimeandcontinuingat

thatmoment．

また、Horn(1970)では、前提(presupposition)と断

平成１８年１０月２日受理



金沢大学教育学部紀要（人文科学・社会科学編）２ 第５６号平成１９年

定(assertion)という概念を用いて基本的用法の

stillの意味を(3)のように記述している：

b・ThoughmercykilIingissrﾉﾉﾉofficiallyiⅡegal3

thelawturnsablindeyetothe２．４percent

ofDutchdeathswhichareaccountedfbrby

it．（CHl）(3)Presupposition：ヨti＜to(ti(S)）

Assertion:to(S）

(6a)ではａｇｅdiscriminationが解消されているこ

とが期待される現代における状況を表しており、

(6b)では少なくともオランダにおいてmercy

killing（安楽死）を非合法的としない流れが出

てきていることを背景としてstillが用いられて

いると考えられる。

基本的用法のstillの意味をまとめると、ある

事態の「継続」を示すが、その背後にその事態

が変化することへの「期待」あるいは「予測」

が存在する、と言うことができる。

(3)が表しているのは、発話時点toに先立つ時点

tiにおいてある状況Ｓが存在するという前提の

もとで、その同じ状況Ｓが発話時点toにおいて

もあてはまるという断定をしている、というこ

とである。

ただし､(2)あるいは(3)の条件を満たすような

状況を表す文にすべてstillが用いられるわけで

はない。ある状況がすでに変化していると期待

あるいは予測していたにもかかわらず、その状

況が依然として続いている、という語用論的な

条件が伴っている場合が多い。Macmillan

EnglishDictionaryは(4)のように"surprising，，とい

う語を定義の中に含めてこの語用論的な意味合

いを表し、(5)のような文で具体的に例示してい

る：

２．２「継続」から「未達成」へ

Stillが継続相を表すためには、stillによって

修飾されている命題内容が明らかに継続性を内

包しているものである必要がある。つまり、He

isstillalive.という文においては､Heisalive.で表

されている命題内容が明らかに継続性を持つこ

とによってstillがその継続相の意味を前景化

(fOregrounding)していると言うことができる。

しかし、一見時間的継続に関係すると思われ

るstillの用例の中には、必ずしも修飾される命

題内容が上でみたような意味での継続'性を持ち

うるものとは考えにくいものもある：

(4)usedfOrsayingthatasituationcontinuestoexist

up・toandincludingaparticulartime，

especiallywhenthisseemssurprising．

(5)ａＷｅｗｅｒｅｓｒ///cleaningthehousewhenthe

guestsstartedtoarrive．

ｂ･Ｔｈｅcar，sdoorswerelockedbutthemotor

wasｓｊｊ〃running．

(7)ａ・SparklingwineissrjJ/attheHedglingstage，

butdevelopmentsaretakingplace.(A7F）

ｂ､Thereisobviouslyanambitiousstrｅａｋｉｎｍｅ

ｂｕｔｌｄｏｒｅａｌｉｚｅｔｈａｔｌａｍｓ"ﾉﾉvelyyoungand

inexperienced.(ＡＤＲ）

(5a)では、従属節において清掃が終了している

ことが本来期待されている時点であることが示

されており、（5b)では等位節の前半が、すでに

モーターが停止しているべき時点であることを

示唆している。

このような語用論的条件を読み取りやすい用

例が(6)である：

(7a)のattheHedglingstageは「駆け出しの段階」

という状態を表しているが、これは通例、物事

が発展していく－段階として捉えられるべきも

のであって、「駆け出しの段階」自体が継続して

いくものとは捉えられない。また、youngとい

(6)ａ,Agediscriminationis3rﾉﾉﾉamajorproblemin

theworkplace(BOD
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うのも人間が生まれてから死んでいくまでのあ

る－過程であり、それ自体がaliveと同じように

継続可能な事態とは捉えられない。

(7)のようなケースでstillが用いられた場合、

その表す意味の重点は｢継続｣そのものよりも、

その背後に本来あった語用論的な「期待」ある

いは「予測」される変化の「未達成」という点

に移っていると考えられる。すなわち、（7a)で

はsparklingwineが完成段階に達するまでには

まだ質的あるいは時間的な余地があるというこ

と、（7b)では成人としてのきちんとした判断が

できる段階にはない、ということを表している

と見ていいだろう。

（６）のようなケースと（７）のようなケース

は必ずしもはっきりと分けられるとは限らない。

用いられる述語の種類や文脈によって「継続」

に重点が置かれる場合もあれば「未達成」に重

点が置かれる場合もあり得る。さらに(8)のよう

に「義務を課された状態の継続」ととることも

できるし、「果たすべき義務の未達成」ととって

も実質的に大きな差が出ないような場合もあ

る：

addressed.(CFE）

(]O)ではｂｅとstillの意味を合わせ持った動詞

remainがｔｏ不定詞と結びつくことによって(9)

と同じような意味を表す構文になっている。Ｔｏ

不定詞の動詞句が受動態になることが多い点な

ど両者の構文は共通点が多い。なお､ＲＯＳＳ(1977）

が(１０)に示した構文の詳しい特徴を挙げており、

守屋(1991)ではこの構文がどのような認知的な

メカニズムから生じたものかについて考察を加

えている。

２．３．逆接的意味への拡張

前節では、stillの持つ基本的意味である「継

続」と語用論的意味が強化されたことによって

生じると考えられる「未達成」の意味について

見た｡］この二つの意味は今までに挙げた例で見

たとおり、一体化しているケースも見られるが、

本節で取り上げる「逆接」と「継続」との違い

はよりはっきりとしてくる。

Stillが「逆接」の意味を担っていると考えら

れる例は(11)のようなものである：

(8)Washingtonhads"//torespondwhenthecoup

peteredout.(A3D）

(11）aSLlrelysomebodywouldstandupanｄｌｅｔ

ｈｅｒｓｉｔｄｏｗｎ？Butthetrainstartedoff

agaill,andshenearlylostherbalance;ａｎｄ

ｓｒｊ〃nobodymoved.(ＢＭＵ）ただ、「未達成」の意味が中心になる(9)のよう

な構文も存在することから、「継続」と「未達成」

の意味は分けておく必要があるだろう： b･Sweattrickleddownhissidesinspiｔｅｏｆ

ｔｈｅｃｏｌｄＨｉｓｃｌｏｔｈｅｓｗｅｒｅｈｅａｖｙａｎｄ

ａｗｋｗａｒｄ.Ⅳﾉﾉﾉtheroadseemedtostretch

onwardsendlessly.(ＧＵＦ）

(9)Theyseeonlytheworkthatissrﾉﾉﾉｔｏｂｅｄｏｎｅ．

（B7H）

この構文は「予定」を表すｂｅ+ｔｏ不定詞の構文

にさらにstillが加わったもので、構文全体とし

て｢未達成｣の意味を表すと考えられる。なお、

この構文との類似性から存在が認可されている

と考えられるのが(１０)の例文に示されるような

構文である：

(１０）Sucharethequestionswhichremainｔｏｂｅ

stillの「継続」の意味には、多くの場合、本来

ならばその継続が断ち切られ、状況が変化する

という「予測」あるいは「期待」が込められて

いることを先にみたが、そのような「予測」あ

るいは「期待」からその継続状況を見ると、期

待される変化と継続する状況との間に両立不

可能な関係が存在することになる。すなわち
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stillが単なる「継続」の意味から「変化が期待

されているにもかかわらず状況が継続してい

る」というようなより主観的意味へと変化して

いるのである。

このような意味の主観化と連動して、stillが

述語を修飾する副詞の機能から、（1lb)の例で明

らかなように、接続詞的な機能を担うように変

化している。従って、stillの「継続」から「逆

接」への変化はTraugolt(1988)やTraugottand

Dasher(2005)などが論じている文法化の変化の

特徴である主観化(suhjectiHcation)に合致してい

ると考えられる。

｜釿定｜釿定

(13）↓↓

ｔｏ ｎｎｎｎ■

ｔ￣陽＝＞￣鯵

時間軸上の連続性個体間の質的連続性

Michaelis(1996)では、共時的な拡張と通時的拡

張は基本的に関連ないという主張のもとにstill

が持つ複数の意味は、基本的意味からの拡張で

はなく、共通のスキーマによって特徴づけるこ

とが可能であるという主張をしている。しかし

共通のスキーマの存在が必ずしも各意味の間

の意味拡張関係を排除することにはならない

ため、共時的知識構造の中に(13)で示したよう

な、あるイメージ・スキーマを共有しつつもメ

タファー的な拡張関係を認めることは

Michaelis(]996)の立場とも基本的には矛盾しな

いと考えられる。

２．４．付加的用法への拡張

stillには今まで見てきた用法の他に、比較級

やanotherなどの語を強める用法がある：

(12)a・ＴｈｅｅｃｏｎｏｍｙｉｓｓｒｌＩノノmoreimportantthan

psychology．（ANT）

ｂ・Ｃｌａｕｄｉａｉｓｒｅｓｉｇｎｅｄｔｏｔｈｅｆｔｌｃｔｉｔｍｉｇｈｔｂｅ

ｓｒﾉﾉﾉanotherｓｉｘｙｅａｒｓｂｅｆｂｒｅｉｔｐＬｌｔｓｏｎａ

ｓｈｏｗ．（ACY）

２．５．歴史的な拡張との対応

ここまで述べてきたstillの複数の意味関係記

述は、共時的な観点からのものであり、通時的

な発達とは別個に仮定したものである。共時的

な意味の拡張関係と通時的な意味の拡張は必ず

しも対応するわけではない。しかし、stillの通

時的発達は、本論文で対象としている意味の範

囲に限っていえば共時的な拡張の道筋とほぼ並

行している。Stillはもともと形容詞で、動きの

なさ、それに伴う静けさなどを形容する語で

あった。この意味は現代英語にも例えばstill

waterなどの表現の中に見られる｡その後､Stand，

sitなど補語を従える動詞の後に使用された時、

すなわちstandstillやsitstillなどの表現において

形容詞と副詞の混同が起きて、副詞的用法へと

拡張されたと考えられている。

そのような経緯から、stillの意味は、物理的

な「静･止」という概念が副詞になって時間的な

「継続」の概念へと拡張していったものと考え

られる。OxfbrdEnglishDictionaly（以下OED）

においてstandstillやsitstillなどの初出年代がお

この用法では｢継続｣の概念が時間的領域から、

異なる個体間の質的連続性に拡張していると

考えられる。（12a)の文では先行文において

psychologyの重要性が語られているが、この文

においてそのpsychologyよりもさらに一層重要

なものがeconomyであると述べている｡これは、

先行文の終わりまでではpsychologyが重要性の

尺度の極大に位置していたものの、この文にお

いてはその尺度がさらに延長され、その延長さ

れた極大にeconomyが位置していることを表す

と考えると、「継続」の意味の拡張として捉え

られる。両者の意味を図式化して比較すると以

下のようになる：
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およそ紀元１０００年頃であるのに対し、「継続」

のstillは、現在は廃用になった「常に」という

意味を経て１６世紀ごろから用いられている｡ま

た、「未達成」の意味は１７世紀の用例が初出で

あり、「逆接」や「付加」の用法は１８世紀ごろ

から使われ出している。以上の通時的な拡張を

図式化すると以下のようになる：

期待される変化が起こるまでの余地には焦点

が当てられていないという点で違いがある。

この意味のyetは、よく知られているように

現代英語では否定文で用いられるが、もともと

は肯定文でも用いられていた。（16)はＯＥＤから

の用例である：

(16)Ｙｏｕl〈nowyoulookiUya,velyill．

(14）「継続｣－陰「未達成」傍「逆接」

、塗｢付加｣
この用例は］888年の文献から採集されたもの

であるが、現代英語ではyetではなくstillが用

いられるところである。ここで注目に値するの

はこの用法のyetの初出年代である。ＯＥＤによ

ればこの用法の初出年代は897年頃であり､still

よりも数百年は先行していることになる。すな

わち､yetは現代英語のstillの持つような｢継続」

の意味を持っていて、肯定文だけでなく否定の

作用域内でも用いられていたのが、stillによっ

て肯定の用法が侵食され、否定の作用域内での

用法が残存し、「未達成」をもっぱら担うように

なったと考えられる。

拡張的な部分においてstillとyetが同じ意味

を持っているのは両者がスキーマレベルで「継

続」に関わる意味構造を共有していると考える

と、それほど不思議なことではなくなる：

l継続」から「未達成」への変化は、一つの意

味構造の中でどこの部分に焦点が当てられるか

という点の変化なのでメトニミー的な意味拡張

と考えられ、「未達成」から「逆接」や「付加」

への拡張は、意味領域そのものの変換を伴うも

のなのでメタファー的拡張であると考えられる。

２．６．Ｙｅｔとの対比

Stillと類似した用法を持つ副詞にyetがある。

Yetの基本的意味は「非実現｣、すなわち起こる

ことが期待、あるいは予測される事柄がまだ起

こっていないことを表す：

(15）aThetouristshavenotstartedcomlllg

yeZ.(ＡｌＶ）

ｂ・Mybodyhasn，tadjustedtothetime-lagyeL

（ＢＭＷ）

(17)Inalltheballetsjustmentionednotonemakes

useofthepurelyclassicaltechniquewithits

severeclass-roomdiscipline.】でrthisistheHrm

basisfTomwhichthechoreographersbuilttheir

行ameworkofsteps,posesandgestures.(AI2）

(18)Onlyaminorilyofpeoplemovein

retlrement--moststayｗｈｅｒｅｔｈｅｙｈａｖｅａｌｗａｙｓ

ｌｉｖｅｄＴｈｅｃｏｍfbrtoftheirhomecanbe

especiallyimportantiftheyspendalotoftime

there・た/ｏ[derpeopletendtooccupytheoldest

pooresthousingandaremorelikelytobe

prlvatetenantsthanothergroups.(ＡｌO）

(19)TheWestGermanelectoratelacksconfldence

inChancellorKohlandhisteam,buthasyerto

「非実現」と「未達成」はお互いに含意関係に

あり、密接に関係しているため、以下では特に

区別せず「未達成」として取り扱うが、この二

つの意味は全く同一なわけではない。先にstill

の意味のひとつとして挙げた「未達成」は、期

待される変化が起こるまでにはかなり余地が

残されているという点に意味の焦点が当てら

れているが、yetの「非実現」は単に期待された

変化が起こっていないというだけであり、その
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beconvincedthattlleSPD，withwhatever

filturecoalitionpartneritchooses，willdo

muchbetter.(ＡｌＶ）

(２３)aThisisthebestessayjﾉe/・

ｈＴｈｉｓｉｓｓＺﾉﾉﾉthebestessay．

(２１)から(23)はいずれもK6nigandTraugott

(1982)が挙げている用例で(21a)はmayが許可の

意味しか持ち得ないのに対し、（2]b)ではｍａｙ

が許可の意味と可能性の意味の両方を持ちうる。

(22a)では不定名詞句agenerousScotsmanは非指

示的な解釈しか許されない。すなわち、ある特

定の「寛大なスコットランド人」を念頭におい

ているという解釈はできない。それに対して

(22b)は指示的な解釈、すなわちある特定の人物

の存在を前提にした解釈しかできない。（23a)で

は発話者はほかにbestessayが出てくる期待を

抱いているのに対して、（23b)ではそのような期

待は存在しない。Stillとyetの持つ「継続」の

意味のどこまでが並行的でどこから違いが生じ

ているのかを検討することはそれ自体興味深い

問題であるが、それは今後の課題としたい。Ｚ

この章ではstillの意味的特徴を、基本的意味

からの拡張パターンという視点からｙｅｔと対比

しつつ論じた。次章では、「まだ」の意味的特

徴を見た上でstillとの類似点。相違点などを考

察していきたい。

(17)は逆接、（18)は比較級の強め、（19)は「予定」

を表すｂｅ+ｔｏ不定詞に付|通して「未達成」を表

す意味で用いられており、stillとどれも交換可

能であることが見てとれる。このことから、ｙｅｔ

もstillと同様にもともとの基本的意味は｢継続」

であり、基本的意味がstillと同じように拡張す

ることによって多義の構造が生まれたと考え

られる。現代英語においてyetがstillと基本的

意味を異にするように見えるのは、ｙｅｔがstill

によって否定の作用域内へと追いやられたた

めである。

ただし､stillとyetが基本的意味以外の多くを

共有しているといってもその拡張パターンが

全く同一というわけではない。例えばＯＥＤか

ら採った(20)のような例ではyetをstillに置き換

えることはおそらくできないであろう：

(20)`Blanch，istoconsistofHvethousandlines,and

onlyelevenhundredarejﾉejfwritten．

この例のyetはsoftlrと置き換え可能な意味を持

ち語用論的には「未達成」のニュアンスを持つ

点でstillと類似した側面を持っているとはいえ

るがstillと置き換えができないことから全く同

じ意味を表しているとはいえない。

また、両者が持っているとする「継続」の意

味ですら全く同じとは考えられない。それは、

現代英語においてもなおyetが肯定文で用いら

れる環境がいくつか残っており、そのような環

境では意味的にコントラストが生じる場合があ

るからである：

３．「まだ」の意味

３．１．「まだ」の基本的意味

「まだ」がstillと異なる大きな点は否定と共

起し、その作用域の中に入ることができるとい

う点である。stillは否定と共起する場合も常に

否定の作用域外であり、その点でｙｅｔと相補分

布をなすが、「まだ」は肯定文．否定文、いず

れの文でも用いられ得る。

語源的には「まだ」は名詞「いま」と副助詞

「だに」が結びついた「いまだに（未だに)」

が縮約されたものと考えられている。「だに」

は程度や状態の低いものについてより程度の

高いものの存在を示唆する語用論的な意味を

含んだ副助詞であることから、「まだ」にもそ

のような語用論的意味が残っていると考えら

(２１)a・YOumayyerbuythehouse．

ｂ,ＹＯｕｍａｙｓｒｊ〃buythehouse．

(22)alhaveyatoseeagenerousScotsma､．

ｂ･Ｌｙｔｉ〃havetoseeagenerousScotsman
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(25)の例はいずれも、「継続」のstillの例と同じ

ように、「まだ」を取り除いた「腹を立ててい

る」や「眼前にちらついている」といった述部

に、「ている」が使われていることからもわか

るように命題内容自体が継続的な状況を表し

ている。また、stillの場合と同様、「未達成」と

「継続」はそれほどはっきりと分離できるもの

ではなく両者が併存していると感じられるこ

とが多くあり、その害'|合は状況によって異なる。

(25a)の場合は、腹を立てるという感情はそれほ

ど長続きしないという期待を背景に発せられ

ていると考えられるので「未達成」のニュアン

スは記'億の継続を表している(25b)よりも強く

感じられる。

れる゜

以上の点から、「まだ」の基本的意味は「継

続」ではなく「未達成」であると考えられる。

「未達成」の意味が用いられる最も典型的な構

文はyet同様に否定文であるが、肯定文でも期

待した状態・変化に達しない状況は述語の選択

によって表せる：

(24）ａ私はこれから先生と懇意になった。しか

し先生がどこにいるかはまだ知らな

かった。

ｂ，あなたは死という事実をまだ真面目に

考えた事がありませんね。

ｃ・吐気さえ来なければまだ大丈夫ですよ。

。．もう帰るのかい、まだ早いじゃないか。

（夏目漱石『こころ｣） ３．３付加的用法への拡張

英語のstill同様、「まだ」も程度がより高いも

の、あるいは今までに存在が断定されていた以

外のものの存在を示唆する用法が存在する。こ

の用法はstillと同じように「継続」からの拡張

と考えられる。

(24c,｡)では述部は否定ではないが、「大丈夫だ」

というのが文脈上「病気になる段階にはない」

ということを意味しており、「早い」は「帰る

べき段階に達していない」という話し手の考え

を示している。

「未達成」を基本的意味とし、否定文におけ

る用法を典型的とする見方は飛田・浅田

(1994:497-8)にも見られる。

(26)ａあのほかにまだ年寄の奥様がいるのかい｡

ｈまだほかに何かするのだろう。

（夏目漱石「草枕｣）

３．２．「継続」への拡張

「未達成」という基本的意味から、期待ある

いは予測される変化が起こらない状態が継続

しているという含意のほうに重点がシフトす

ることによって「継続」の意味が生じると考え

られる。

(26a)では先行文脈で「若い奥様」が存在するこ

とが示された上で、さらに「年寄りの奥様」が

存在していることが述べられている。（26b)もい

ままで述べてきたことの延長線上に別のこと

が付け加わることを示している。また、「これ

からまだ寒くなる」というような文では、現在

の寒さを基準として、それをさらに上回る寒い

状態になることを述べている。

これらの意味はいずれも「継続」のイメー

ジ・スキーマにおける時間軸が、「性質」もし

くはある性質の違いによって直線的に配列さ

れた個体の集合に置き換えられていると考え

られる。すなわち、「継続」から「付加的用法」

への拡張はメタファー的拡張の典型的な例と

(２５）ａそれぐらいのことで今日もまだ腹を立

てているとは思われない。

（坂口安吾「街はふるさと｣）

ｂ・源さん、わたしや、お嫁入りのときの

姿が、まだ眼前に散らついている。

（夏目漱石「草枕｣）
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考えられる。この拡張パターンがstillの場合に

も「まだ」の場合にも見られることは間違いな

いが、現象面で異なる点がある。それは、still

がanotherや比較級、そして具体的な数値を修

飾することができたのに対し、「まだ」は上で

みたように英語で言えばotherにあたるような

概念を示す名詞、「まだ寒くなる」のように性

質の比較を表す形容詞には用いられるものの、

具体的な数値を修飾する場合には用いること

ができない。そのような場合には「まだ」では

なく「もう」が用いられる。

じて拡張パターンにも違いが見られることがわ

かった。本節ではそもそも基本的意味が異なる

のはなぜなのか、という点を取り上げて考察す

る。

MoriyaandHorie(２００３)では英語のalready,still，

yet,anymoreそして日本語の「まだ｣、「もう」の

用法に食い違いがあることを取り上げてその原

因について考察した：

(２９）ａ.Ｉαカゼαのlikellim.［`Ihavebythistime

cometolikehim.，］

ｂ・ｌｓｊｉ〃ｌｉｋｅｈｉｍ［‘Ｉｃｏｎｔｉｎｕｅｔｏｌｉｋｅ

ｈｉｍ.，］

ｃ,＊Hecan,tα〃℃αのdrive．

。？Ｈｅｃａｎ,tsrﾉﾉﾉdrive．

ｅ・Ihaven，tspokentohim”/・

ｆｌｄｏｎｏｔｓｅｅｈｉｍａｍｗ１ｏｌｅ．

（a-d:QuirketaL(1985:580)）

(27)｣fLZ十五丁行くと茶屋がありますよ。

（夏目漱石「草枕｣）

日本語ではこのような場合になぜ「まだ」が使

えず「もう」が使えるのか、という問題は、今

後、「まだ」と「もう」がどのような意味的対立

をなすのかということを吟味した上で検討すべ

き課題である。３

いままで見てきた「まだ」の拡張パターンを

図示すると以下のようになる：

(Z9a-d)に見られるように、already,stillは通例否

定の作用域内に起こることはできず、否定の作

用域内に起こる場合には(z9e-Dのようなyet，

anymoreを用いる。Ａｌready,anymoreに共通する

意味を「変化｣、still,yetに共有する意味を「継

続」とした場合、その関係は(30)のように表せ

る：

(28）「未達成」→「継続」→「付加」

Stillとの違いは「未達成」が元となって「継続」

の意味が生じている点と、「逆接」の意味が存在

しない点である。－番目の点については次節で

考察する｡二番目の点に関しては､「逆接｣が｢未

達成」の意味からの語用論的強化によって生じ

たと考えられるため、「継続」の意味からは直接

つながっていないのだと思われる。「未達成」か

ら「継続」への変化はstiIIと逆方向ではあるが

やはりメトニミー的拡張、そして「継続」から

「付加｣はメタファー的拡張とかんがえられる。

｢継続」

still

ｙｅｔ

｢変化」

already

anymore

(30）

肯定文

否定文

一方、日本語の場合は「まだ｣、「もう」が肯定

文、否定文のいずれにも用いられるため、（31）

に示すような関係になる。

｢継続」

まだ

まだ

｢変化」

もう

もう

(31）

４．出発点の問題

Stillと「まだ」では、拡張のパターンは類似

しているものの、基本的意味が「継続」なのか

｢未達成」なのかという点が異なり、それに応

肯定文

否定文

時間関係を表す副詞は、命題の内容を修飾する
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様態副詞などとは異なり、ある時点における命

題内容をほかの時点の命題内容と比較した上

で、その異動を評価するという認知操作を表し

ている点でより主観的な機能を持っていると

いえる。このような主観的な機能を持つ副詞は

通例、より客観的な内容を表す語から、文法化

のプロセスを経て生じる。(30)や(31)にみられる

振る舞いの違いはその文法化のプロセスの違

いから生じると考えられる。より具体的には、

時間関係の副詞の元となる語の性質の違いが

影響すると見て、MoriyaandHorie(2003)では慨

'11各以下のような仮説を立てた：

“Shestillliveshere.，，

b･EristnochnichtzurUck，

ｈｅｉｓｓｔｉｌｌＮｅｇｂａｃｋ

“Ｈｅｉｓｎｏｔｂａｃｋｙｅｔ・'’

０.Erhatschongegessen、

hehasalreadyeaten

‘`Hehasalreadyeaten.”

｡､Ｉｃｈｂｉｎｎｉｃｈｔｍｅｈｒ」ung・

ＩａｍＮｅｇｍｏｒｅｙｏｕｎｇ

‘`Iamnotyounganymore・''４

ドイツ語ではｎｏｃｈが日本語の｢まだ｣に相当し、

肯定文においても否定の作用域内にも生じる

ことができる。それに対して「変化」を表す語

は肯定文ではschon、否定の作用域内ではｍｅｈｒ

が用いられている。この関係を整理すると(34）
のようになる：

(32）元になる語が具体的に観察可能な状況を

描写する性質を持つ時間関係副詞は否定

の作用域に入りにくく、元になる語が時

間・量などの抽象的概念を表すものである

場合には否定の作用域に入ることができ

る。 ｢継続」

ｎｏｃｈ

ｎｏｃｈ

｢変化」

schon

mehr

(34）

肯定文

否定文Stillは語源的には静止状態を表す形容詞であっ

たことは先に指摘したが、alreadyはａⅡ+ready

が縮約されて生まれた形であり､readyは観察可

能な状況と考えられる。それにたいして「いま

＋だに」から生じた「まだ｣、そして時をあらわ

す「ま」から生じたと考えられる「もう」のい

ずれも時間的な概念を表す語を出発点としてお

り、この違いが振る舞いの違いをもたらしてい

るとした。

この制約は、文法化のプロセスで元の語の性

質が文法化語も残存する現象(persistence)のひ

とつと考えており、否定が表す非現実相(irrealis）

と具体的状況描写という現実相(realis)との相反

が動機付けとなると推定した。Moriyaand

l-Iorie(2003)では、この仮説の妥当性を検証する

ためにドイツ語と韓国語の時間関係副詞を調査

した。

体系の構成自体は英語の場合とも日本語の場

合とも異なる。しかし、否定の作用域内に生じ

ることのできるｎｏｃｈが「いま」という時を意味

する語､ｕに由来しており、また、mehrがｍｏｒｅ

にあたる量を表す概念である一方で、schｏｎは

「美しい」という具体的状況を表すsch6nから

由来していることからドイツ語の場合も、英語

や日本語と同様に(32)の原理とは矛盾しない。５

次に緯国語の時間関係i副詞を取り上げる。

韓国語の場合、「継続」はacik(to)で表される。

ここでｔｏは日本語の「も」にあたる助詞であり、

付加される場合もされない場合もありうる：６

(35）ａ・ＡＣ流opi-kao-koissta

stillrain-Nomcome-Gerexist:Decl

GGItisstillrainmg.,，

ｂ・ＡＣ/kanpo-yo

stillnotsee-Pol

(33)ａ､Ｓｉｅｗｏｈｎｔ〃ocノノhier、

shelivesstillhere
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語から由来したことを予測することになる。そ

れに対して、否定の作用域では、icey,teisang，

tenLlnなどが用いられるが、ｉｃｅｙは「今」を表す

名詞に由来していると考えられ、teisangおよび

tenunは量に関する表現に由来している｡以上を

整理すると(38)のようになる：

"(1)cannotseeyet.”

(35)の例文から分かる通り、acik(to)は肯定文で

も否定の作用域内でも生じうる。これに対して

「変化」を表す時間関係副詞は数種類存在して

いて、それぞれに分布が異なる。

｢継続」

acik(to）

acik(to）

「変化」

pelssejmi

icey,teisang

tenun

(36)a、Kukes-unノ"７１１（l<uthna-ss-ta

Thatthing-Topalreadyend-Past-Decl

‘`Thathasalreadyended.，，

bPeLsseyeltwu-sita

aIreadytwelｖｅｏ，clockCop:Ｄｅｃｌ

Ｇ`1t，salreadytwelveo，clock.，，

(38）

肯定文

否定文

今までに見た、英語、日本語、ドイツ語、韓国

語いずれの時間関係副詞の体系もそれぞれに

異なっているが、その使い分けの原理である

(32)は共通していることがわかる。ただしｉｍｉ

は語源が不明であり、英語のｙｅｔもドイツ語の

yetztなどとの関係が証明されてはいないため、

完全に(３２)の有効性がこれらの言語に関して示

されたわけではなく、すべての言語に普遍的に

働く要因であると考えることも非現実的であ

るかもしれない。しかし、少なくとも各言語に

おいて副詞の体系を形成する動機付けのひと

つとして働いていると考えることはできよう。

さて、以上の点をふまえると、英語のstillが

「継続」の基本的意味を持ち、日本語の「まだ」

が「未達成」の基本的意味を持つのは(32)の原

理が関連していると考えられる。ただし、（32）

のような原理が原因となって基本的意味の差

が生じるのか、それとも出発点となる意味領域

の違いが基本的意味の違いを生じ、それが結果

的に(32)のような原理（その場合には観察的一

般化ということになる）につながるのかという

因果関係は今のところ定かではない。ただ、い

ずれにせよ出発点の意味領域、すなわち元とな

る語がどのような意味領域にある語か、という

ことと、時間関係副詞の基本的意味が何になる

のか、ということが密接に関連しているという

ことは言えそうである。

「変化」を示す時間関係副詞はｉｍｉとpelsseが

あり、インフォーマントによると、pelsseは話

し手の驚きの感覚がより強く表れるという。し

かし、いずれの副詞も否定の作用域には生じに

くい：

(37)aKu-nun(やehse/?/"7りyel〈i-eysalci

he-Topalreadyhere-Loclive

anh-nun-ta

Neg-Pres-Decl

‘`Hedoesn1tlivehereanymore.，，

bCe-nuncatongcha-lLIl(乳ｧe/sse/*ｊ"zjiノ

I-Topcar-Accalready

wuncenha-cianl形nun-ta

driveNeg-Pres-Decl

``Idon，tdriveacaranymore.”

Ｉｍｉの語源についてはいまのところよく分かっ

ていないが、pelsseについては「速い」を意味

するppalLltaから派生していることが分かって

いる。従って、pelsseは(32)の原則に一致してお

り、ｉｍｉは語源的には時間や数量などの概念を

表した語ではなく、現象を描写する働きを持つ
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５．まとめ

本稿では、まず英語副詞stillの意味拡張パ

ターンと日本語副詞「まだ」の基本的意味、お

よび意味拡張のパターンを記述的に分析した。

その上で、両者の意味拡張パターンは継続を示

す時間軸から量的・質的な連続性を示す尺度へ

のメタファー的拡張が見られる点は共通するが、

基本的意味が違うことによって拡張パターンが

異なることを見た。さらに、ドイツ語、韓国語

の時間関係副詞体系との対比から、元となる語

が現象描写的な意味から由来するのか、あるい

は時間や量といった抽象的な意味から由来する

のかといった点が、副詞としての基本的意味の

違いに関連する可能性があることを指摘した。

語彙的要素から文法的要素へと語彙が変化す

るプロセスである文法化への関心が認知言語学

の中で高まっている。ただ、ともすると文法化

のプロセスを人間の認知機構の要因で動機づけ

ようとするあまり、どの言語にも共通する普遍

的な要因というものを追い求めがちになり、個

別言語の状況の違いが意味変化のプロセスにど

のように影響しているのか、という視点が欠け

てしまう場合がよく見られる。本稿はそのよう

な背景の中で、文法化を含む言語変化の個別言

語的要因と普遍的要因との関係を探るひとつの

ケーススタディとして位置づけられる。今回取

り上げた現象に関してより)厳密な分析およびよ

り多くの他言語データの収集・分析が必要なの

は言うまでもないが、今述べたような視点から

今後も様々な言語現象の認知言語学的、かつ言

語類型論的な分析を進めて行きたいと考えてい

る。

果たす役割についてはTraugott(1988)を参照。

2.stillとyetの歴史的発達を考慮にいれた類似点・相

違点の考察はK6nigandTraugott(1982)が詳しく

行っており、stillの基本的意味をcontinuation

wilhoutboundalyとし、ｙｅｔの基本的意味を

contiI]LIalionuptoanimminentboundaly/changeと定

義している。

3．Moriya(1988)では、「まだ｣、「もう」の役割分担に

ついて疑問文などでの用法も含めて吟味した上で、

両者がともに用いられうるような文脈では「もう」

のほうが選ばれる傾向にあることを指摘した。そ

れがどのような理論的意味を持つのかも検討課題

となる。

4．本稿で用いる略号の意味は以下の通り：ＡＣＣ：

Accusative，Cop：Copula，Dccl：DeclarativQGer：

Oerund，ＬＯＣ：Locativc，Neg：Negation，Ｎｏｍ：

Nominative,PolPoliteness,Pres:Present,Top:Topic

5，ここに紹介したドイツ語の語源説明は国松(1998）

による。

6.本稿では韓国語のローマ字表記についてはＹａｌｅ式

を採用している。そのため、ローマ字表記が必ず

しも実際の発音を反映している訳ではない。
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